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一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
会
長　

勝　

野　

堅　

介

式  辞本
日
こ
こ
に
、
松
山
政
司

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
並
び

に
在
日
米
軍
代
表
の
方
々

を
は
じ
め
と
す
る
、
ご
来
賓

各
位
並
び
に
関
係
者
多
数
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
平
成

三
十
年
度
春
季
善
行
表
彰
式

及
び
特
別
善
行
表
彰
式
を
執

り
行
う
に
当
た
り
ま
し
て
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ  

ま
す
。

こ
の
度
、
受
賞
を
受
け
ら

れ
ま
す
皆
様
は
、
北
は
北
海

道
、
南
は
沖
縄
県
ま
で
に
及

ん
で
お
り
、
地
域
社
会
に
お

い
て
、
勇
気
を
も
っ
て
愛
の

手
を
差
し
延
べ
ら
れ
、
善
行

を
実
践
さ
れ
た
方
々
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
中
に
は
国
を
越
え
て

日
本
の
地
域
社
会
の
た
め
に

善
行
を
行
っ
て
下
さ
っ
た
外

国
の
方
々
、
八
名
と
一
団
体
、

更
に
、
既
に
善
行
表
彰
を
受

賞
さ
れ
、
そ
の
後
も
長
年
に

わ
た
り
善
行
を
継
続
し
、
本

日
の
特
別
善
行
金
章
・
銀
章

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
々
が

お
ら
れ
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
様
に
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
深
く
敬
意
を
表
す

る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

日
本
善
行
会
は
、
昭
和

十
二
年
に
設
立
さ
れ
、
昨
年

創
立
八
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
時
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
春
季
・
秋
季

善
行
表
彰
、
特
別
善
行
表
彰

を
合
わ
せ
て
四
万
六
千
二
百

八
十
八
名
の
方
が
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
春
季
善
行
表
彰

は
六
十
八
回
、
特
別
善
行
表

彰
は
二
十
四
回
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
に
は
全
国

に
七
十
五
の
支
部
が
あ
り
、

三
千
五
百
名
余
の
会
員
の

方
々
が
「
善
行
は
社
会
を
明

る
く
す
る
と
も
し
び
」
を
、

あ
い
言
葉
に
、
力
を
あ
わ
せ
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
非
行

防
止
活
動
、
社
会
福
祉
施
設

訪
問
、
交
通
安
全
運
動
、
環

境
美
化
運
動
等
の
善
行
実
践

活
動
と
善
行
精
神
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
、
明
る
く  

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
の
た

め
に
、
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

本
日
、
受
賞
を
受
け
ら
れ

ま
す
皆
様
も
、
受
賞
を
契
機

に
、
更
な
る
善
行
を
重
ね

ら
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り  

ま
す
。

日
本
善
行
会
の
精
神
は
、

自
分
の
立
場
や
考
え
に
固
執

せ
ず
、
思
い
や
り
の
精
神
で

人
に
接
し
、
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
を
建
設
し
て
い
く
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

人
を
信
頼
し
、
そ
の
心
を

思
い
や
り
、
尊
重
し
て
、
そ

の
人
を
育
て
て
い
こ
う
と
い

う
温
か
い
思
い
や
り
で
す
。

皆
様
の
思
い
や
り
と
奉
仕

の
精
神
に
支
え
ら
れ
た
一
つ

の
善
行
が
積
み
重
な
り
、
継

続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
い

間
に
は
大
き
な
輪
と
な
っ
て

広
が
り
、
日
本
を
、
ひ
い
て

は
世
界
を
明
る
く
住
み
よ
い

社
会
と
す
る
原
動
力
に
な
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。本

日
ご
列
席
の
ご
来
賓
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

こ
の
頼
も
し
い
受
賞
者
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、
今
後
と

も
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
日
受
賞
さ

れ
ま
す
皆
様
、
並
び
に
ご
列

席
頂
き
ま
し
た
方
々
の
ご
健

勝
と
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

一
億
総
活
躍
担
当
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　

松　

山　

政　

司

祝  辞一
般
社
団
法
人
日
本
善
行

会
「
平
成
三
十
年
度
春
季
善

行
・
特
別
善
行
表
彰
式
」
の

開
催
に
際
し
、
一
言
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
の
度
、
栄
え

あ
る
善
行
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様

は
、
様
々
な
分
野
・
地
域
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
、
地
域
活
動
へ
の
様
々

な
貢
献
を
始
め
、
交
通
安
全

へ
の
取
組
、
環
境
美
化
、
青

少
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活

動
、
社
会
福
祉
、
自
然
と
文

化
財
の
保
護
、
人
命
救
助
、

国
際
貢
献
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、日
々

の
地
域
で
の
地
道
な
活
動
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
皆
様
の
善
意
と
思
い

や
り
に
あ
ふ
れ
た
活
動
は
、

全
て
の
人
の
模
範
と
な
り
、

地
域
の
人
々
を
励
ま
し
、
未

来
に
希
望
を
与
え
る
素
晴
ら

し
い
力
に
な
る
と
と
も
に
、

活
力
に
満
ち
た
明
る
い
社
会

づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
皆
様
の
活
動
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
表
彰
事
業
を

主
催
さ
れ
る
一
般
社
団
法
人

日
本
善
行
会
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
善
行
の
表
彰
を
通
じ

て
、
青
少
年
の
善
行
の
奨
励
、

推
進
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
関
係
の
皆
様
の
こ
れ
ま

で
の
御
尽
力
に
対
し
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

青
少
年
が
未
来
に
希
望
を

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向

か
っ
て
、
た
く
ま
し
く
自
立

し
て
い
け
る
社
会
を
築
く
た

め
に
は
、政
府
に
お
い
て
様
々

な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
よ
う
な
心
あ
る
若
い

世
代
の
善
意
と
思
い
や
り
に

支
え
ら
れ
た
取
組
と
そ
の
広

が
り
が
必
要
で
す
。
引
き
続

き
、
若
い
感
性
、
柔
軟
性
を

も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

分
野
で
善
行
活
動
を
実
践
さ

れ
る
と
と
も
に
、
善
行
の
輪

を
広
げ
ら
れ
、
人
と
人
が
支

え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け

て
御
尽
力
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
受
賞
さ
れ
た
皆

様
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
、

そ
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日

本
善
行
会
の
今
後
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
読　

内
閣
府
政
策
統
括

官
（
共
生
社
会
政
策
担
当
）

付
調
査
官　

谷
口　

哲
也
）

※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

春
季
善
行
表
彰
並
び
に

特
別
善
行
表
彰
式
を
開
催

平
成
三
十
年
度
春
季
善

行
・
特
別
善
行
表
彰
式
を
、

五
月
十
九
日
（
土
）
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
明
治
神
宮
参

集
殿
に
お
い
て
、
多
数
の
ご

来
賓
と
本
会
役
員
の
出
席
の

下
、
盛
大
に
開
催
し
た
。
各

地
域
に
お
い
て
、
明
る
く

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
長
い
間
活
動
を
さ

れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
そ

の
功
績
を
称
え
、
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
方
々

を
広
く
社
会
に
紹
介
し
、
一

層
の
善
行
活
動
の
推
進
と
善

行
精
神
の
普
及
高
揚
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
今
回
の
表
彰

は
、
昭
和
二
十
六
年
に
善
行

表
彰
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、

六
十
八
回
目
で
あ
る
。
今
回

の
表
彰
で
は
、
七
十
二
名
の

個
人
と
四
十
九
の
団
体
計

百
二
十
一
が
表
彰
さ
れ
た
。

ま
た
、
特
別
善
行
表
彰
は
、

受
賞
後
も
引
き
続
き
相
当
期

間
、
善
行
活
動
を
継
続
し
て

い
る
方
々
を
対
象
に
し
た
表

彰
で
あ
り
、
そ
の
善
行
活
動

の
実
績
に
よ
り
、
善
行
金
章

と
同
銀
章
が
あ
る
。
今
回
の

受
賞
者
は
、
善
行
金
章
が

二
十
名
、
同
銀
章
が
七
十
四

名
計
九
十
四
で
あ
っ
た
。
表

彰
式
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、

相
澤
副
会
長
の
「
開
式
の
こ

と
ば
」
で
始
ま
り
、
続
い
て
、

勝
野
会
長
が
主
催
者
と
し
て

の
挨
拶
を
行
っ
た
。
次
い
で
、

善
行
表
彰
受
賞
者
選
考
委
員

会
を
代
表
し
て
、
穴
井
頼
壽

選
考
委
員
長
か
ら
選
考
経
過

報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
受
賞

者
の
表
彰
に
進
ん
だ
。
表
彰

は
、
春
季
善
行
表
彰
か
ら
始

ま
り
、
司
会
者
が
受
賞
者
の

名
前
を
読
み
上
げ
る
中
、
各

受
賞
者
は
順
次
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
り
、
勝
野
会
長
か
ら
、

表
彰
状
と
善
行
章
が
授
与
さ

れ
、
得
賞
歌
の
流
れ
る
中
参

加
者
の
盛
大
な
拍
手
で
祝
福

さ
れ
た
。
続
い
て
、
特
別
表

彰
善
行
金
章
・
銀
章
の
表
彰

に
移
り
、
善
行
表
彰
と
同
様
、

順
次
勝
野
会
長
か
ら
各
受
賞

者
に
対
し
、
表
彰
状
と
善
行

金
章
又
は
同
銀
章
が
授
与
さ

れ
、
参
加
者
の
拍
手
で
祝
福

さ
れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
の

祝
辞
に
移
り
、
最
初
に
、
松

山
政
司
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
の
祝
辞
（
代
読
）、
次
い

で
、
在
日
米
空
軍
横
田
基
地

第
３
７
４
空
輸
航
空
団
先
任

副
官
統
括
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
イ

エ
ガ
ー
中
佐
、
前
年
度
の
春

季
善
行
表
彰
受
賞
者
の
中
村

博
氏
の
祝
辞
が
そ
れ
ぞ
れ
述

べ
ら
れ
た
。
次
い
で
、
祝
電

が
披
露
さ
れ
た
後
、
江
戸
川

区
立
第
二
葛
西
中
学
校
吹
奏

楽
部
（
指
揮
‥
小
林
先
生
）

に
よ
る
祝
典
音
楽
演
奏
が
行

わ
れ
、
会
場
は
表
彰
式
の
緊

張
し
た
雰
囲
気
か
ら
和
や
か

な
も
の
へ
と
変
わ
っ
た
。
続

い
て
、
音
楽
文
化
協
会
森
川

正
子
氏
に
よ
る
「
日
本
善
行

会
の
歌
」
の
紹
介
と
歌
唱
指

導
が
行
わ
れ
、
力
強
い
歌
声

が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

渡
っ
た
。
次
い
で
、
本
会
芸

能
奉
仕
団
、
今
井
重
美
氏
の

バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
の
祝

芸
、
障
害
を
克
服
し
て
の
広

澤
孝
美
さ
ん
の
お
祝
い
の
歌

の
披
露
が
あ
り
、
会
場
は
一

層
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ

た
。
最
後
に
、
高
田
副
会
長

に
よ
る
「
閉
式
の
こ
と
ば
」

が
あ
り
、
式
は
滞
り
な
く
終

了
し
た
。


